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5歳発達Ｗｅｂアンケート（ここあぽ）を用いた５歳発達相談の実施について

１　取組内容・効果
【概要】
子供の発達特性を就学前に発見し、保護者がその特性についての気づきや適切な関わり方を相談し、支援・配慮を考える機会とする。
また、保護者の了承のもと関係機関と情報を共有し、就学に向けた準備連携を行う。
【対象】
　　年度内に満５歳になる年中児　
【内容】（別紙 資料11-2「5歳発達相談のフロー図」のとおり）
5歳発達Ｗｅｂアンケートを実施し、配慮が必要と判定された児童を対象に専門相談を行う。必要に応じて、親子療育教室、医療機関等につなぐとともに、在籍園や就学先の学校等と情報共有を行い必要な支援につなぐ。
【期待効果】
・発達特性に応じた支援が受けられることで、課題となっている行動の改善や、集団生活への適応がスムーズになる。
・保護者の心配や育児の負担が軽減される。

